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森林資源の循環利用のイメージ
資料：平成30年度 森林・林業白書（2019年6月/林野庁）

資源循環・吸収源対策

　家庭や飲食店等における食品ロスの削減の取組を推進しています。

　手入れ等がされていない森林についてはCO₂吸収量が低下する
ことから、間伐により樹木の生長を促すほか、下草刈りや植樹・育樹など
の森づくりを促進しています。

食品ロス対策 市民・事業者・市役所

森林の保全及び整備 道産木材等の活用 市民・事業者・市役所

○「日曜日は冷蔵庫をお片づけ。」
（週に一度、冷蔵庫の中をチェックして、忘れずに食べる。）

○「2510（ニコッと）スマイル宴」
（ （宴会開始後の25分間と終了前の10分間は、
自分の席で料理を楽しむ。

札幌市の家庭から出る生
ごみの中には、食べ残し
や手つかずの食品が含ま
れており、４人家族では、
年間約30kg、金額にする
と約２万1千円分の食品
が無駄になっています。

　道産木材を資源やエネルギーとして活用することで、資源の循環
利用やCO₂排出量の削減、地域内の経済循環などにつなげる取組
を推進しています。
　道産木材を市内の公共建築物の構造材や内装材等に使用する等、
道産木材の利用促進を進めています。

札幌市動物愛護管理センター
（あいまる さっぽろ）

中央区保育・子育て支援センター
（ちあふる・ちゅうおう）

市民・事業者・市役所


